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　滋賀短期大学附属高等学校は、普通科と生活デザイン科の２学科を擁し、手厚く丁寧な指導で創立101年目を迎えた伝統ある学校
です。今年１月竣工の１号館（写真右上）には、300人収容のマルチホール（写真左下）やアクティブラーニング教室（写真左上）、
蔵書の充実したライブラリーと多くの生徒が自習に集うスタディラボ（写真右下）等があり、自ら考え、行動し、誠実で思いやりの
ある生徒を育成しています。

写真提供：学校法人　純美禮学園　滋賀短期大学附属高等学校（滋賀県大津市）
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助
成
業
務

　

私
学
事
業
団
で
は
、５
月
17
日
に「
２
０
１
９

年
度 

若
手
・
女
性
研
究
者
奨
励
金 

贈
呈
式
」

を
、
東
京
ガ
ー
デ
ン
パ
レ
ス
に
て
開
催
し
ま

し
た
（
配
付
状
況
に
つ
い
て
は
表
参
照
）。

　

文
部
科
学
省
や
、
若
手
・
女
性
研
究
者
奨

励
金
へ
の
支
援
者
な
ど
か
ら
45
名
の
来
賓
、

関
係
者
を
お
招
き
す
る
と
と
も
に
、「
若
手

研
究
者
奨
励
金
」
に
選
ば
れ
た
31
名
の
中
か

ら
19
名
、「
女
性
研
究
者
奨
励
金
」
に
選
ば

れ
た
31
名
の
中
か
ら
22
名
、
計
41
名
の
研
究

者
に
出
席
い
た
だ
き
ま
し
た
。

  

理
事
長
挨
拶

　

初
め
に
、
本
事
業
団
理
事
長 

清
家
篤
か

ら
、
こ
の
若
手
・
女
性
研
究
者
奨
励
金
は
、

私
立
大
学
の
多
様
で
特
色
あ
る
研
究
を
助
成

す
る
も
の
で
あ
り
、
大
き
な
変
化
の
時
代
に

生
き
て
い
る
中
、
既
成
概
念
に
と
ら
わ
れ
な

い
ユ
ニ
ー
ク
で
チ
ャ
レ
ン
ジ
ン
グ
な
研
究
を

支
援
し
た
い
旨
、
ま
た
、
素
晴
ら
し
い
研
究

を
す
る
ポ
テ
ン
シ
ャ
ル
が
あ
っ
て
も
、
競
争

的
研
究
費
の
獲
得
に
お
い
て
不
利
に
な
っ
て

い
る
、
研
究
の
実
績
が
十
分
で
な
い
若
手
研

究
者
や
結
婚
・
出
産
な
ど
の
ラ
イ
フ
イ
ベ
ン

ト
の
た
め
に
研
究
の
中
断
を
余
儀
な
く
さ
れ

て
い
た
女
性
研
究
者
に
対
し
、
支
援
を
し
た

い
旨
、
述
べ
ま
し
た
。

　

続
い
て
、
本
事
業
に
賛
同
い
た
だ
き
、
寄

付
を
い
た
だ
い
た
企
業
や
団
体
に
対
し
御
礼

と
感
謝
を
述
べ
、
本
事
業
が
寄
付
を
い
た
だ

い
た
企
業
と
研
究
者
と
を
つ
な
ぐ
も
の
と
な

り
、
こ
れ
を
き
っ
か
け
に
研
究
の
協
力
も
進

ん
で
い
く
と
嬉
し
く
思
う
と
述
べ
ま
し
た
。

　

そ
し
て
、
本
奨
励
金
を
贈
呈
さ
れ
る
研
究

者
に
は
、「
本
奨
励
金
の
創
設
の
趣
旨
に
則

り
、
世
界
を
、
未
来
を
切
り
拓
く
意
気
込
み

を
持
っ
て
研
究
に
励
ん
で
い
た
だ
き
、
今
後

ま
す
ま
す
活
躍
す
る
こ
と
を
祈
念
す
る
」と
、

激
励
し
ま
し
た
。

  

来
賓
祝
辞
（
文
部
科
学
省
）

　

次
に
、
文
部
科
学
省 

高
等
教
育
局 

私
学

部
長 

白
間
竜
一
郎
様
（
私
学
助
成
課
長 

井

上
睦
子
様 

代
読
）
か
ら
、
次
の
よ
う
な
祝

辞
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
「
現
在
、
人
生
百
年
時
代
、
ソ
サ
エ
テ
ィ

５
・
０
、
グ
ロ
ー
バ
ル
化
と
い
っ
た
、
い
ろ

い
ろ
な
課
題
が
あ
る
中
で
、
我
が
国
の
成
長

を
担
う
人
財
育
成
、
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
の
創

出
や
、地
方
創
生
に
向
け
た
取
り
組
み
な
ど
、

大
学
の
果
た
す
役
割
へ
の
社
会
か
ら
の
期
待

は
ま
す
ま
す
大
き
く
な
っ
て
い
ま
す
。

　

特
に
、
独
自
の
建
学
の
精
神
に
基
づ
く
個

性
豊
か
な
教
育
研
究
活
動
を
展
開
す
る
私
立

大
学
は
、
我
が
国
の
高
等
教
育
の
８
割
を

担
っ
て
お
り
、
強
み
や
特
色
を
十
分
に
活
か

し
つ
つ
、
教
育
研
究
活
動
の
充
実
を
図
っ
て

い
く
こ
と
が
今
後
一
層
重
要
と
な
り
ま
す
。

　

文
部
科
学
省
と
し
て
も
、
も
っ
と
寄
付
を

し
て
い
た
だ
き
や
す
く
す
る
よ
う
、
税
制
上

の
優
遇
措
置
の
充
実
に
力
を
尽
く
し
て
い
き

た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

　

奨
励
金
贈
呈
を
受
け
ら
れ
る
皆
様
が
活
躍

さ
れ
る
こ
と
が
、
こ
の
奨
励
金
の
一
層
の
発

展
に
つ
な
が
り
、
後
輩
の
研
究
者
へ
の
支
援

に
つ
な
が
っ
て
い
く
と
思
っ
て
い
ま
す
の

で
、
皆
様
が
活
躍
さ
れ
る
こ
と
を
心
よ
り
祈

念
し
ま
す
。」

  

来
賓
祝
辞
（
寄
付
者
）

　

次
に
、
若
手
・
女
性
研
究
者
奨
励
金
に
ご

支
援
を
賜
っ
た
寄
付
者
を
代
表
し
て
、
第
一

生
命
保
険
株
式
会
社 

代
表
取
締
役
会
長 

渡

邉
光
一
郎
様
（
常
務
執
行
役
員 

高
橋
千
恵

子
様
代
読
）
か
ら
、
次
の
よ
う
な
祝
辞
を
い

た
だ
き
ま
し
た
。

　
「
一
身
独
立
し
て
一
国
独
立
す
。
こ
れ
は

福
澤
諭
吉
の
「
學
問
ノ
ス
ヽ
メ
」
の
中
の
有

名
な
言
葉
で
す
が
、
こ
の
言
葉
が
表
す
よ
う

に
、
学
問
に
よ
っ
て
啓
発
さ
れ
た
志
あ
る
人

財
が
い
て
こ
そ
、
新
た
な
時
代
を
創
造
し
、

国
や
組
織
の
持
続
的
発
展
を
可
能
に
し
て
き

ま
し
た
。
志
あ
る
若
手
研
究
者
、
女
性
研
究

者
に
よ
る
自
由
な
発
想
で
の
研
究
を
対
象
と

し
、「
こ
れ
か
ら
の
未
来
を
創
る
次
世
代
の

担
い
手
を
支
援
し
て
い
く
」
と
い
う
思
い
に

当
社
も
共
感
し
、
支
援
を
し
ま
し
た
。
未
来

に
つ
な
が
る
素
晴
ら
し
い
取
り
組
み
を
、
当

社
だ
け
で
な
く
も
っ
と
広
く
お
知
ら
せ
し
て

い
き
た
い
と
考
え
、
本
奨
励
金
の
趣
旨
に
共

感
い
た
だ
い
た
企
業
の
皆
様
に
も
支
援
の
輪

が
広
が
っ
て
お
り
ま
す
。
今
後
と
も
支
援
の

輪
を
広
げ
、
社
会
全
体
で
皆
様
の
チ
ャ
レ
ン

ジ
を
支
え
て
い
け
れ
ば
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　

こ
の
奨
励
金
が
、一
人
で
も
多
く
の
若
手
・

女
性
研
究
者
の
チ
ャ
レ
ン
ジ
の
支
え
と
な
り

ま
し
て
、
企
業
と
大
学
を
つ
な
ぎ
、
広
く
社

会
の
発
展
に
寄
与
す
る
制
度
と
な
る
こ
と
を

祈
念
し
ま
す
。」

２
０
１
９
年
度　

若
手
・
女
性
研
究
者
奨
励
金　

贈
呈
式

―
若
手
研
究
者
奨
励
金
31
件
、
女
性
研
究
者
奨
励
金
31
件
を
贈
呈
―

若手・女性研究者奨励金　贈呈式

表　若手・女性研究者奨励金　配付状況
年　度

奨励金種類

2019年度 平成30年度
からの累計

件数
（件）

配付額
（千円）

件数
（件）

配付額
（千円）

若手研究者
奨励金 31 12,400 62 24,800

女性研究者
奨励金 31 12,400 62 24,800

若手・女性
研究者奨励金

合計
62 24,800 124 49,600
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選
考
経
過
報
告

　

続
い
て
、
若
手
・
女
性
研
究
者
奨
励
金

選
考
委
員
会
委
員
長 

髙
野
克
己
氏
か
ら
、

２
０
１
９
年
度 
若
手
・
女
性
研
究
者
奨
励

金
の
選
考
経
過
の
報
告
が
あ
り
ま
し
た
。

　
「
平
成
30
年
９
月
に
公
募
を
し
、
若
手
研

究
者
奨
励
金
に
１
３
６
件
、
女
性
研
究
者
奨

励
金
に
１
３
６
件
、両
奨
励
金
合
計
で
２
７
２

件
の
応
募
が
あ
り
、
前
年
よ
り
60
件
以
上
の

増
加
と
な
り
ま
し
た
。

　

私
立
大
学
は
そ
の
建
学
の
精
神
の
も
と
、

特
色
の
あ
る
教
育
と
研
究
を
推
進
す
る
と
い

う
役
割
が
ご
ざ
い
ま
す
。
そ
の
た
め
に
も
、

社
会
に
貢
献
す
る
い
い
人
財
が
必
要
で
す
。

本
奨
励
金
は
そ
の
よ
う
な
未
来
を
担
う
人
財

を
育
て
る
た
め
に
も
、
若
手
研
究
者
や
女
性

研
究
者
を
支
援
し
て
い
こ
う
と
創
設
し
た
も

の
で
す
。
皆
様
に
は
本
奨
励
金
を
活
用
し
て

チ
ャ
レ
ン
ジ
ン
グ
な
研
究
を
進
め
て
い
た
だ

き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

多
く
の
研
究
資
金
は
、
ネ
ー
ム
バ
リ
ュ
ー

や
、
過
去
の
業
績
や
、
確
実
に
成
果
が
得
ら

れ
る
か
が
、
審
査
に
お
い
て
求
め
ら
れ
る
か

と
思
い
ま
す
が
、
本
奨
励
金
に
お
い
て
は
、

「
研
究
の
特
色
・
独
創
性
」、「
研
究
目
的
」、

「
研
究
計
画
・
方
法
」、「
将
来
性
・
成
長
性
」

の
四
項
目
を
評
価
の
視
点
と
し
、
特
に
「
研

究
の
特
色
・
独
創
性
」
に
評
価
の
重
き
を
置

く
採
択
基
準
を
設
け
て
お
り
ま
す
。
そ
の
採

択
基
準
に
従
い
、
23
名
の
選
考
委
員
が
審
査

を
行
い
、
若
手
・
女
性
研
究
者
奨
励
金
選
考

委
員
会
に
て
審
議
を
行
い
ま
し
た
。

　

そ
の
結
果
、
若
手
研
究
者
奨
励
金
31
件
、

女
性
研
究
者
奨
励
金
31
件
が
採
択
さ
れ
ま
し

た
。
今
回
、採
択
さ
れ
た
皆
様
に
お
い
て
は
、

こ
の
奨
励
金
の
趣
旨
を
ご
理
解
い
た
だ
き
、

自
ら
の
研
究
を
通
じ
て
社
会
に
役
立
つ
、
未

来
を
創
る
人
財
と
し
て
活
躍
す
る
こ
と
を
期

待
し
て
お
り
ま
す
。」

  

贈
呈
書
授
与

　

続
い
て
、
清
家
理
事
長
か
ら
、
若
手
研
究

者
奨
励
金
の
受
賞
者
を
代
表
し
て
東
京
農
業

大
学 

助
教 

中
塚
博
子
先
生
、
女
性
研
究
者

奨
励
金
の
受
賞
者
を
代
表
し
て
静
岡
福
祉
大

学 

講
師 

本
多
祥
子
先
生
に
贈
呈
書
が
授
与

さ
れ
、
次
の
よ
う
に
ご
挨
拶
を
い
た
だ
き
ま

し
た
。

　
「
私
の
研
究
は
、
普
段
目
に
し
な
い
よ
う

な
下
層
土
に
着
目
し
て
、
土
壌
の
生
物
や
土

壌
の
物
理
的
構
造
の
関
係
を
明
ら
か
に
す
る

こ
と
を
目
的
と
し
た
研
究
で
、
環
境
保
全
型

農
業
の
技
術
開
発
を
目
指
し
、
さ
ま
ざ
ま
な

環
境
問
題
や
食
糧
問
題
に
通
じ
る
研
究
だ
と

考
え
て
お
り
ま
す
。

　

こ
の
成
果
を
、
将
来
に
わ
た
っ
て
、
国
内

や
国
外
で
問
題
に
な
っ
て
お
り
ま
す
土
壌
の

劣
化
や
さ
ま
ざ
ま
な
環
境
問
題
に
対
し
て
、

食
糧
の
安
全
な
供
給
に
貢
献
し
て
い
き
た
い

と
考
え
て
お
り
ま
す
。」（
中
塚
先
生
）

　
「
私
の
座
右
の
銘
の
一
つ
に
「
学
ん
だ
こ

と
の
証
は
、
変
わ
る
こ
と
」
と
い
う
言
葉
が

あ
り
ま
す
。
学
ぶ
こ
と
に
よ
っ
て
何
が
変
わ

る
の
か
、
変
わ
る
こ
と
の
好
奇
心
と
、
挑
戦

す
る
学
び
へ
の
チ
ャ
レ
ン
ジ
精
神
だ
け
が
取

り
柄
と
し
て
、
こ
れ
ま
で
や
っ
て
ま
い
り
ま

し
た
。
三
年
前
に
、
大
学
と
い
う
畑
に
一
歩

踏
み
込
ん
で
か
ら
も
、
苦
難
の
連
続
で
し
た

が
、「
女
性
研
究
者
奨
励
金
」
の
チ
ャ
レ
ン

ジ
ン
グ
と
い
う
ワ
ー
ド
は
、
私
に
勇
気
と
希

望
を
持
た
せ
て
く
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
感
謝
の
気
持
ち
を
次
へ
の
力
に
変
え

て
、
こ
れ
か
ら
も
学
び
続
け
て
社
会
に
貢
献

で
き
る
よ
う
な
人
財
に
な
れ
る
よ
う
に
努
め

て
ま
い
り
た
い
と
思
い
ま
す
。」（
本
多
先
生
）

　

そ
の
後
、
会
場
を
移
し
、
学
校
法
人
宮
崎

学
園
理
事
長
、
宮
崎
国
際
大
学
学
長 

山
下

恵
子
様
の
ス
ピ
ー
チ
と
乾
杯
の
発
声
の
後
、

参
加
者
全
員
で
懇
談
の
会
を
行
い
ま
し
た
。

※�

採
択
さ
れ
た
研
究
課
題
は
、
私
学
事
業
団

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
〔
助
成
業
務
の
ご
案
内
▼

寄
付
金
▼
「
若
手
・
女
性
研
究
者
奨
励
金　

配
付
研
究
課
題
一
覧
」〕
に
掲
載
し
て
い

ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先
（
私
学
振
興
事
業
本
部
）

助
成
部　

寄
付
金
課

☎
０
３（
３
２
３
０
）７
３
１
７
・
７
３
１
９

Ｅ
メ
ー
ル　

kifukin@
shigaku.go.jp

清家理事長（右）から贈呈書を授与される
東京農業大学　中塚博子助教（左）

清家理事長（右）から贈呈書を授与される
静岡福祉大学　本多祥子講師（左）

ご挨拶をいただいた2名の代表受賞者
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私
学
事
業
団
で
は
、
私
立
大
学
等
に
在
籍

す
る
未
来
を
担
う
若
手
研
究
者
や
女
性
研
究

者
に
対
し
、
研
究
に
取
り
組
む
機
会
の
提
供

を
図
る
た
め
「
若
手
・
女
性
研
究
者
奨
励
金
」

を
創
設
し
、
平
成
30
年
度
か
ら
配
付
し
て
い

ま
す
。

　

こ
の
「
若
手
・
女
性
研
究
者
奨
励
金
」
は
、

本
事
業
団
が
独
自
で
研
究
奨
励
金
を
配
付
す 

る
事
業
で
あ
り
、「
若
手
研
究
者
奨
励
金
」
と 

「
女
性
研
究
者
奨
励
金
」
の
二
つ
の
奨
励
金

で
構
成
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
「
若
手
研
究
者
奨
励
金
」
に
つ
い
て
は
、私 

立
大
学
に
在
籍
す
る
助
教
や
ポ
ス
ト
・
ド
ク

タ
ー
等
の
職
に
相
当
す
る
39
歳
以
下
の
若
手

研
究
者
を
対
象
と
し
て
、
未
来
の
担
い
手
と

な
る
多
様
な
研
究
者
の
育
成
を
図
る
観
点
か

ら
、
自
ら
考
え
、
取
り
組
む
研
究
の
機
会
の

提
供
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

　
「
女
性
研
究
者
奨
励
金
」
に
つ
い
て
は
、多 

様
な
人
財
の
育
成
を
図
る
う
え
で
は
女
性
研

究
者
の
一
層
の
活
躍
が
不
可
欠
で
あ
る
と
い

う
観
点
か
ら
、
出
産
、
育
児
等
さ
ま
ざ
ま
な

事
情
に
よ
り
そ
の
能
力
等
を
十
分
に
発
揮
す

る
機
会
が
得
ら
れ
な
か
っ
た
女
性
研
究
者
が

幅
広
く
応
募
で
き
る
よ
う
、
年
齢
制
限
を
設

け
ず
、
女
性
研
究
者
に
特
化
し
て
奨
励
金
を

配
付
す
る
こ
と
で
、
女
性
研
究
者
の
活
躍
の

促
進
を
図
り
、
私
立
大
学
等
の
一
層
の
発
展

に
資
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

　

両
奨
励
金
と
も
、
基
礎
研
究
・
応
用
研
究

を
問
わ
ず
、
特
定
の
分
野
に
限
ら
な
い
幅
広

い
研
究
を
対
象
に
、
既
成
の
概
念
等
に
と
ら

わ
れ
な
い
、
よ
り
ユ
ニ
ー
ク
で
チ
ャ
レ
ン
ジ

ン
グ
な
研
究
を
支
援
す
る
と
い
う
こ
と
を
特

色
と
し
て
お
り
、
公
募
に
当
た
っ
て
も
応
募

者
本
人
の
こ
れ
ま
で
の
研
究
業
績
を
問
う
こ

と
な
く
、
所
属
長
等
の
推
薦
等
も
一
切
必
要

あ
り
ま
せ
ん
。

　

さ
ら
に
、
研
究
成
果
を
求
め
る
こ
と
を
重

視
せ
ず
、
成
否
に
関
わ
ら
ず
、
得
ら
れ
た
結

果
を
応
募
者
本
人
の
次
の
挑
戦
に
つ
な
げ
る

こ
と
を
期
待
し
た
も
の
と
な
っ
て
い
ま
す
の 

で
、「
自
ら
が
取
り
組
ん
で
み
た
い
」
と
い
う 

研
究
テ
ー
マ
で
の
応
募
が
可
能
で
す
。

　

な
お
、
本
事
業
団
で
は
、
こ
う
し
た
本
奨

励
金
の
特
色
を
生
か
す
た
め
に
は
、
財
源
を

社
会
か
ら
の
直
接
の
支
援
に
よ
る
し
く
み
と

す
る
こ
と
が
望
ま
し
い
と
い
う
考
え
に
立
ち
、

寄
付
金
の
獲
得
に
努
め
る
こ
と
と
し
て
お
り
、 

寄
付
金
募
集
の
一
環
と
し
て
、「
若
手
・
女
性 

研
究
者
奨
励
金
寄
付
金
付
き
自
動
販
売
機
」

に
よ
る
募
金
活
動
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

寄
付
金
付
き
自
動
販
売
機
の
設
置
に
ご
協
力

い
た
だ
い
た
場
合
、
本
事
業
団
で
は
寄
付
者

特
典
と
し
て
、
若
手
・
女
性
研
究
者
奨
励
金

の
応
募
枠
を
追
加
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

２
０
２
０
年
度
の
公
募
の
概
要
（
予
定
）

は
、
表
２
の
と
お
り
で
す
。
詳
細
は
、
８
月

中
に
電
子
窓
口
に
掲
載
予
定
の
公
募
要
領
を

ご
覧
く
だ
さ
い
。

　

公
募
通
知
、
応
募
様
式
等
は
電
子
窓
口
か

ら
新
た
に
取
得
し
て
く
だ
さ
い
（
前
年
度
以

前
に
取
得
し
た
様
式
を
使
用
す
る
こ
と
は
で

き
ま
せ
ん
）。
ま
た
、
応
募
書
類
の
提
出
も

電
子
窓
口
か
ら
と
な
り
ま
す
。
郵
送
で
の
提

出
は
で
き
ま
せ
ん
の
で
、
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

○　

応
募
書
類
の
提
出
期
限
（
予
定
）

　
　

令
和
元
年
10
月
下
旬

問
い
合
わ
せ
先
（
私
学
振
興
事
業
本
部
）

助
成
部　

寄
付
金
課

☎
０
３（
３
２
３
０
）７
３
１
７
・
７
３
１
９

Ｅ
メ
ー
ル　

kifukin@
shigaku.go.jp

２
０
２
０
年
度

  
若
手
・
女
性
研
究
者
奨
励
金
に
か
か
る
研
究
計
画
の
公
募

表1　2019年度 若手・女性研究者奨励金 採択状況（参考）

区　分
若手研究者奨励金 女性研究者奨励金 若手・女性研究者奨励金

合計
応募
（件）

採択
（件）

採択率
（％）

応募
（件）

採択
（件）

採択率
（％）

応募
（件）

採択
（件）

採択率
（％）

内
　
　
訳

学
校
種
別

大　学 126 26 20.6 125 26 20.8 251 52 20.7

短期大学 10 5 50.0 11 5 45.5 21 10 47.6

男
女
別

男　性 108 22 20.4 － － － 108 22 20.4

女　性 28 9 32.1 136 31 22.8 164 40 24.4

合　　計 136 31 22.8 136 31 22.8 272 62 22.8

表2　2020年度 若手・女性研究者奨励金 公募の概要（予定）

対 象 研 究

①若手研究者奨励金：私立大学等に所属する、令和２年４月１日現在で39歳以下
（昭和55年４月２日以降に生まれた者）の助教又はポスト・ドクター（一部の
講師を含む）が１人で行う研究

②女性研究者奨励金：私立大学等に所属する、女性の助教又はポスト・ドクター
（一部の講師を含む）が１人で行う研究

対 象 研 究 期 間 令和２年４月１日から令和３年３月31日まで

応 募 件 数 原則として、１学校につき①、②それぞれ１件（同一法人が複数の大学等を設置
している場合、学校ごとに①、②それぞれ１件ずつ応募ができます）

奨 励 金 額 １件40万円、総額約2,500万円（予定）

応 募 締 切 令和元年10月下旬

選 考 結 果 選考委員会にて選考のうえ、令和２年３月上旬に通知予定

奨 励 金 配 付 時 期 令和２年５月下旬を予定
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私
学
事
業
団
で
は
、
５
月
31
日
に「
２
０
１
９ 

年
度 

学
術
研
究
振
興
資
金 

贈
呈
式
」
を
、本 

事
業
団
私
学
振
興
事
業
本
部（
九
段
事
務
所
）

講
堂
に
て
開
催
し
ま
し
た
。

　

採
択
さ
れ
た
41
件
の
研
究
の
中
か
ら
、
各

分
野
の
代
表
者
（
７
名
）
に
出
席
い
た
だ
き

ま
し
た
。

　

本
事
業
団
理
事
長 

清
家
篤
の
挨
拶
に
続
き
、 

学
術
研
究
振
興
資
金
選
考
委
員
会
委
員
長 

只
野
金
一
氏
か
ら
１
４
２
件
の
応
募
に
対
し
、

18
名
の
選
考
委
員
に
よ
る
書
類
審
査
及
び
学

術
研
究
振
興
資
金
選
考
委
員
会
に
て
審
議
が

な
さ
れ
、
41
件
が
採
択
さ
れ
た
旨
の
選
考
経

過
報
告
が
あ
り
、
出
席
い
た
だ
い
た
研
究
者

７
名
に
、
清
家
理
事
長
か
ら
贈
呈
書
が
授
与

さ
れ
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
各
研
究
者
か
ら
、
取
り
組
む
研

究
の
紹
介
が
あ
り
、
和
や
か
な
雰
囲
気
の
も

と
、
分
野
の
異
な
る
研
究
者
同
士
の
交
流
が

な
さ
れ
ま
し
た
。

※�

採
択
さ
れ
た
研
究
課
題
は
、
私
学
事
業
団

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
〔
助
成
業
務
の
ご
案
内
▼

学
術
研
究
振
興
資
金
▼
「
学
術
研
究
振
興

資
金　

配
付
研
究
課
題
一
覧
」〕
に
掲
載

し
て
い
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先
（
私
学
振
興
事
業
本
部
）

助
成
部　

寄
付
金
課

☎
０
３（
３
２
３
０
）７
３
１
９
・
７
３
２
０

Ｅ
メ
ー
ル　

kifukin@
shigaku.go.jp

　

私
学
事
業
団
で
は
、
広
く
一
般
か
ら
寄
付

金
を
募
り
、「
学
術
研
究
振
興
基
金
」
を
設

け
て
、
そ
の
運
用
益
を
「
学
術
研
究
振
興
資

金
」
と
し
て
、
大
学
・
短
期
大
学
・
高
等
専

門
学
校
の
優
れ
た
研
究
に
配
付
し
て
い
ま
す
。

　

２
０
２
０
年
度
の
公
募
の
概
要（
予
定
）は
、 

表
２
の
と
お
り
で
す
。
詳
細
は
、
８
月
上
旬

に
電
子
窓
口
に
掲
載
予
定
の
公
募
要
領
を
ご

覧
く
だ
さ
い
。

　

公
募
通
知
、
応
募
様
式
等
は
電
子
窓
口
か

ら
新
た
に
取
得
し
て
く
だ
さ
い
（
前
年
度
以

前
に
取
得
し
た
様
式
を
使
用
す
る
こ
と
は
で

き
ま
せ
ん
）。
ま
た
、
応
募
書
類
の
提
出
も

電
子
窓
口
か
ら
と
な
り
ま
す
。
郵
送
で
の
提

出
は
で
き
ま
せ
ん
の
で
、
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
応
募
の
際
は
、
学
校
法
人
の
理
事

長
及
び
学
（
校
）
長
連
名
の
「
推
薦
書
」
が

必
要
で
す
。

○　

応
募
書
類
の
提
出
期
限

　
　

令
和
元
年
10
月
17
日
（
木
）

問
い
合
わ
せ
先
（
私
学
振
興
事
業
本
部
）

助
成
部　

寄
付
金
課

☎
０
３（
３
２
３
０
）７
３
１
９
・
７
３
２
０

Ｅ
メ
ー
ル　

kifukin@
shigaku.go.jp

２
０
２
０
年
度

　

学
術
研
究
振
興
資
金
に
か
か
る
研
究
計
画
の
公
募

２
０
１
９
年
度　

学
術
研
究
振
興
資
金　

贈
呈
式

　

― 

学
術
研
究
振
興
資
金
41
件
を
贈
呈 

―

表　学術研究振興資金　分野別配付状況（参考）

年　度

分　野

2019年度 昭和51年度
からの累計

件数
（件）

配 付 額
（千円）

件数
（件）

配 付 額
（千円）

医  　  学  14  29,100  873  2,964,280 

環 境 科 学    0  0  79  227,740 

理 　 　 学  8  20,900  292  976,410 

工 　 　 学  6  12,400  456  1,663,160 

農 　 　 学  3  9,900  139  338,800 

文 　 　 学  4  4,100  610  755,560 

法 　 　 学  0  0  68  107,420 

経 済 学     2  1,400  202  243,080 

家 政 学     0  0  100  223,460 

体 育 学     0  0  16  31,800 

教 育 学     4  3,300  190  196,270 

（旧）�若手研究
者奨励金  －  －  311  139,300 

合　　　計  41  81,100  3,336  7,867,280 

※�学術研究振興資金事業としての「若手研究者奨励
金」の配付は平成20年度から29年度までである。

表1　2019年度 学術研究振興資金 採択状況（参考）

区　　　分 応募
（件）

採択
（件）

採択率
（％）

新
規･

継
続
別

新 　  　 規 111 21 18.9
継 続 2 年 目 17 12 70.6
継 続 3 年 目 14 8 57.1

学
校
種
別

大 　 　  学 136 40 29.4
短 期 大 学

（高等専門学校含む） 6 1 16.7
研
究
区
分
別

人文・社会科学系 35 10 28.6
理 工 系 、 農 学 系 45 14 31.1
生物学系、医学系 62 17 27.4

学術研究振興資金 合計 142 41 28.9

表2　2020年度 学術研究振興資金 公募の概要（予定）

対 象 研 究
私立大学等に所属する研究者が２人以上で行う共同研究（私
立大学等が付置する研究所の研究を含む）で、令和２年４月
１日現在で１年以上の研究実績があるもの

対象研究期間 令和２年４月１日から令和３年３月31日まで

応 募 件 数 １学校につき１件（同一法人が複数の大学等を設置している
場合、学校ごとに１件ずつ応募ができます）

資金配付金額
研究にかかる対象経費の２分の１以内（学校法人の負担額は
配付希望額と同額以上が必要）で、自然科学分野は600万円、
その他の分野は300万円を上限とし、総額8,000万円（予定）

応 募 締 切 令和元年10月17日（木）

選 考 結 果 選考委員会にて選考のうえ、令和２年３月上旬に通知予定

資金配付時期 令和２年５月下旬を予定
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＜私学情報提供システム利用上のご注意＞

１　�私学情報提供システムのご利用には、情報セキュリティ確保の観点から、本事業団が発行する電子証明書（親認証又
は私学情報提供システム用の子認証）が必要となります。

　　※�「学校法人基礎調査票 e ―マネージャにより発行した子認証」及び「学校法人ポータルサイト閲覧用子認証」では
アクセスできませんのでご注意ください。詳細は「学校法人ポータルサイト」トップ画面の「お知らせ」に掲載さ
れている「電子証明書の利用権限」をご覧ください。

２　�電子証明書の取り扱いに当たっては、学校法人の職務上必要な役職員のみのご利用をお願いします。また業務外での
使用や権限を有さない役職員の利用はできません。

３　�私学情報提供システムで取得したデータは、学校法人と設置学校の学生募集計画、予算編成、教学計画や経営計画の
策定等の参考資料としてご利用ください。また取得したデータについては、設置認可の添付資料等に利用する場合を
除き、第三者へ提供することはお断りしています。

４　�操作手順の詳細は、ポータルサイトに掲載されている「私学情報
提供システム　操作マニュアル」をご覧ください。なお、ご不明
な点等は右記にお問い合わせください。

　　�　自法人、自学校のデータのほか、都道府県別、学部等系統、学生生徒等数（総現員規模、総定員規模）などを抽
出条件として以下の集計データ（合算値、１法人当たり、１学校当たり等）を出力することができます。

　　　※他の法人や他の学校の個別データを出力することはできません。
　取得できるデータ（例）
　　　活性化分析資料、資金収支計算書、人件費支出内訳表、事業活動収支計算書（消費収支計算書）、貸借対照表、
　　　学生生徒等数、納付金、教職員数、教職員給与、教職員の年齢別平均給与（大学・短期大学のみ)、各財務比率など

４　「私学情報提供システム」で取得できるデータ

問い合わせ先（私学振興事業本部）
　私学経営情報センター　私学情報室
　　☎ 03（3230）7846～7848
　　E メール　center@shigaku.go.jp

作成日：2019/04/11
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私学活性化 分   析   資   料 

学校法人 九段大学 151999

　本資料は、各学校法人の学生等数の推移や教職員比など、教学面の情報と財政面の情報とを総合的かつ簡
潔に把握するため、当該法人と学校部門の過去10か年のデータの推移を１項単位で集積したものである。
比較分析が容易になるよう、主な事項をグラフ化し、同系統の平均値を併せて次項に添付している。
　なお、財務データについては、平成25年４月の学校法人会計基準改正に対応した科目名で表示し、改正前
の年度（文部科学大臣所轄法人は平成27年度以前、都道府県知事所轄法人は平成28年度以前）については、
対応する科目を一部読み替えて表示した。

掲載学校部門>
 1 大学01
  2 大学02
  3 短大01
 

1 法人概況表

2 活性化指標
（法人全体）

3 入学年次納付金一覧表
（法人全体）

4 学生等数の推移
（学校ごと）

5 教職員数の推移
（学校ごと）

6 事業活動収支の概況
（法人全体）

7 貸借対照表の概況

8 事業活動収支の概況
（学校ごと）

>
>
>
>
>
>
>
>

学校法人基礎調査票等から、学校法人の概況を示した。

経営安定度を把握する８項目の活性化指標について、各学校法人が
10階級の中のどの位置にあるかをレーダーチャートで図示した。

学校法人基礎調査票等から、入学年次納付金の一覧を示した。

当該学校部門の過去10か年の定員充足状況、教職員１人当たり学生
等数の教学面の概況を取りまとめている。
次項には、大学、短期大学は同系統部門、高等学校等は同県内の平
均値を表示した。

当該学校部門の過去10か年の教職員数、専任非常勤割合、職務構成
の概況を取りまとめている。
次項には、大学、短期大学は同系統部門、高等学校等は同県内の平
均値を表示した。

学校法人全体の過去10か年の収支状況を図表化している。
次項には、大学、短期大学法人は同系統、高等学校法人は同県内、
中学校、小学校法人は全国の法人の平均値を表示した。

学校法人の貸借対照表から、資産と負債の過去10か年分の財政状況
の基本的な事項を図表化している。
次項には、大学、短期大学法人は同系統、高等学校法人は同県内、
中学校、小学校法人は全国の法人の平均値を表示した。

各学校部門の事業活動収支の状況について過去10か年分を図表化し
ている。
次項には、大学、短期大学は同系統部門、高等学校等は同県内の平
均値を表示した。

日本私立学校振興・共済事業団  私学経営情報センター作成
（Tel: 03-3230-7846～7848 / Eメール: center@shigaku.go.jp）

『今日の私学財政』や各種帳票の閲覧及び出力が可能です！（PDF・CSV） 

作成日：2019/03/26
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[条件]（合算） 学生・生徒・児童・幼児数（学校）        
法人種別 学校種別 都道府県 系統(人数) 学生生徒等数(現員) 学生生徒等数(定員)  

大学

☆ 年次別人数（大学院は含まない） ※趨勢は26年度を100としたものである。年度括弧内の数字は条件に該当する学校数である。進級率欄の最下段は、総定員充足率を示す。また、±999.9%を超過した比率は「***」で表す。

区     分
26 年 度 (581校) 27 年 度 (583校) 28 年 度 (579校) 29 年 度 (583校) 30 年 度 (582校)

定  員
     (人)

現  員
     (人)

進級率
    (％)

趨 勢
 

定  員
     (人)

現  員
     (人)

進級率
    (％)

趨 勢
 

定  員
     (人)

現  員
     (人)

進級率
    (％)

趨 勢
 

定  員
     (人)

現  員
     (人)

進級率
    (％)

趨 勢
 

定  員
     (人)

現  員
     (人)

進級率
    (％)

趨 勢
 

1年（3歳児） 460,576 483,914 － 100.0 463,792 493,069 － 101.9 467,494 494,133 － 102.1 477,662 505,527 － 104.5 484,986 504,001 － 104.2
2年（4歳児） 459,921 484,318 98.8 100.0 461,108 478,746 98.9 98.8 464,346 486,926 98.8 100.5 468,124 488,181 98.8 100.8 478,822 498,731 98.7 103.0
3年（5歳児） 466,113 463,872 97.4 100.0 467,927 472,597 97.6 101.9 468,844 467,617 97.7 100.8 472,247 475,125 97.6 102.4 475,537 476,610 97.6 102.7
4        年 464,892 512,131 109.2 100.0 465,649 504,800 108.8 98.6 467,422 511,043 108.1 99.8 469,068 505,418 108.1 98.7 472,057 510,956 107.5 99.8
5        年 17,216 14,797 2.8 100.0 17,030 14,527 2.8 98.2 16,826 14,923 3.0 100.9 16,774 15,827 3.1 107.0 16,740 15,667 3.1 105.9
6        年 17,255 17,345 115.1 100.0 17,223 17,430 117.8 100.5 17,030 17,053 117.4 98.3 16,826 17,056 114.3 98.3 16,772 17,847 112.8 102.9

計 1,885,973 1,976,377 104.8 100.0 1,892,729 1,981,169 104.7 100.2 1,901,962 1,991,695 104.7 100.8 1,920,701 2,007,134 104.5 101.6 1,944,914 2,023,812 104.1 102.4
※進級率（2年の場合）＝当年度2年現員/前年度1年現員 注：条件設定出力による進級率は、条件該当数により増加、減少することがあるので留意すること。

☆ 入学状況（募集停止は含まない）（大学院は含まない）

区     分 計算式
26 年 度 (578校) 27 年 度 (579校) 28 年 度 (577校) 29 年 度 (581校) 30 年 度 (582校)

人 数 ・ 率 趨 勢 人 数 ・ 率 趨 勢 人 数 ・ 率 趨 勢 人 数 ・ 率 趨 勢 人 数 ・ 率 趨 勢

入学志願者数  （人） A 3,464,428 100.0 3,513,499 101.4 3,629,273 104.8 3,882,572 112.1 4,158,500 120.0
受  験  者  数（人） B 3,329,843 100.0 3,376,430 101.4 3,489,799 104.8 3,732,227 112.1 3,999,537 120.1
合  格  者  数（人） C 1,195,738 100.0 1,241,262 103.8 1,245,865 104.2 1,238,559 103.6 1,211,515 101.3
推薦入学者数  （人） D 217,065 100.0 222,788 102.6 221,220 101.9 228,721 105.4 232,606 107.2
入学手続き者数（人） E 507,224 100.0 518,195 102.2 518,614 102.2 528,806 104.3 528,164 104.1
入  学  者  数（人） F 477,630 100.0 487,064 102.0 488,210 102.2 499,677 104.6 497,778 104.2
入  学  定  員（人） G 460,251 100.0 463,697 100.7 467,494 101.6 477,662 103.8 484,986 105.4

志  願  倍  率（倍） A/G 7.53  7.58  7.76  8.13  8.57  
合   格   率  （％） C/B 35.9  36.8  35.7  33.2  30.3  
歩   留   率  （％） F/C 39.9  39.2  39.2  40.3  41.1  
入学定員充足率（％） F/G 103.8  105.0  104.4  104.6  102.6  

     

☆ 大学院学生数 (単位：人・％)

26 年 度
(457校)

27 年 度
(461校)

28 年 度
(460校)

29 年 度
(461校)

30 年 度 (465校)

院 人 数 割 合 ※

修士1年 30,937 30,415 30,450 31,169 31,662
修士2年 33,209 33,512 32,941 32,805 33,442
修士3年 1,090 803 590 527 484
修士計 65,236 64,730 63,981 64,501 65,588 3.1
博士1年 4,485 4,455 4,500 4,466 4,578
博士2年 4,374 4,342 4,319 4,395 4,363
博士3年 7,855 7,758 7,730 7,744 7,851
博士4年 1,520 1,772 1,844 1,914 1,993
博士計 18,234 18,327 18,393 18,519 18,785 0.9

大学院計 83,470 83,057 82,374 83,020 84,373 4.0
※割合は全学年に対する大学院学生の割合を示したものである。

☆ 女子学生割合（大学院は含まない）

区   分
26 年 度 (581校) 27 年 度 (583校) 28 年 度 (579校) 29 年 度 (583校) 30 年 度 (582校)

現  員
     (人)

うち女子
     (人)

女子割合
     (％)

女子趨勢
 

現  員
     (人)

うち女子
     (人)

女子割合
     (％)

女子趨勢
 

現  員
     (人)

うち女子
     (人)

女子割合
     (％)

女子趨勢
 

現  員
     (人)

うち女子
     (人)

女子割合
     (％)

女子趨勢
 

現  員
     (人)

うち女子
     (人)

女子割合
     (％)

女子趨勢
 

計 1,976,377 887,964 44.9 100.0 1,981,169 896,703 45.3 101.0 1,991,695 908,712 45.6 102.3 2,007,134 921,041 45.9 103.7 2,023,812 935,372 46.2 105.3

  
      

  
  

 491  430,811   156  59,810   227  202,826   88  125,335   15  29,659  
 24,143  4,506   4,684  1,050   11,320  2,063   6,158  1,022   1,346  252  

   
 

 
   

 
 
   

 
 
   

 
 
   

 
 
 

                
 247,077,182 53.1 100.0 37,470,647 49.5 15.2 119,744,482 53.8 48.5 66,829,022 54.0 27.0 15,801,315 52.2 6.4 
 162,801,514 35.0 100.0 24,395,416 32.2 15.0 78,855,992 35.5 48.4 43,434,274 35.1 26.7 11,285,662 37.3 6.9 
 26,707,109 5.7 100.0 3,566,293 4.7 13.4 12,649,759 5.7 47.4 7,773,487 6.3 29.1 1,820,120 6.0 6.8 
 2,323,464 0.5 100.0 530,000 0.7 22.8 1,173,146 0.5 50.5 479,642 0.4 20.6 38,113 0.1 1.6 
 31,513,897 6.8 100.0 4,695,728 6.2 14.9 15,515,462 7.0 49.2 9,018,614 7.3 28.6 1,393,498 4.6 4.4 
 23,731,199 5.1 100.0 4,283,210 5.7 18.0 11,550,123 5.2 48.7 6,123,004 4.9 25.8 1,263,923 4.2 5.3 

                
 7,454,315 1.6 100.0 655,910 0.9 8.8 3,291,764 1.5 44.2 2,528,565 2.0 33.9 599,592 2.0 8.0 
 7,211,400 1.6 100.0 619,303 0.8 8.6 3,177,415 1.4 44.1 2,463,932 2.0 34.2 591,377 2.0 8.2 
 22,679 0.0 100.0 2,869 0.0 12.6 13,145 0.0 58.0 3,178 0.0 14.0 0 0.0 0.0 
 172,999 0.0 100.0 29,485 0.0 17.0 68,596 0.0 39.7 52,703 0.0 30.5 8,002 0.0 4.6 
 47,238 0.0 100.0 4,255 0.0 9.0 32,608 0.0 69.0 8,753 0.0 18.5 213 0.0 0.5 

                
 6,710,027 1.4 100.0 1,185,393 1.6 17.7 2,626,641 1.2 39.1 2,240,036 1.8 33.4 426,557 1.4 6.4 
 3,972,186 0.9 100.0 570,697 0.8 14.4 1,266,514 0.6 31.9 1,682,496 1.4 42.4 319,284 1.1 8.0 
 2,584,733 0.6 100.0 597,329 0.8 23.1 1,277,723 0.6 49.4 521,912 0.4 20.2 104,085 0.3 4.0 
 153,108 0.0 100.0 17,366 0.0 11.3 82,405 0.0 53.8 35,629 0.0 23.3 3,188 0.0 2.1 

                
 167,053,008 35.9 100.0 28,235,916 37.3 16.9 78,502,697 35.3 47.0 44,948,812 36.3 26.9 11,058,735 36.5 6.6 
 728,207 0.2 100.0 19,016 0.0 2.6 690,355 0.3 94.8 15,207 0.0 2.1 0 0.0 0.0 
 166,324,801 35.8 100.0 28,216,900 37.3 17.0 77,812,342 35.0 46.8 44,933,605 36.3 27.0 11,058,735 36.5 6.6 
 0 0.0 100.0 0 0.0 0.0 0 0.0 0.0 0 0.0 0.0 0 0.0 0.0 
 0 0.0 100.0 0 0.0 0.0 0 0.0 0.0 0 0.0 0.0 0 0.0 0.0 

                
 8,913,104 1.9 100.0 2,595,170 3.4 29.1 4,215,499 1.9 47.3 1,390,546 1.1 15.6 496,089 1.6 5.6 
 8,106,710 1.7 100.0 2,485,446 3.3 30.7 3,822,660 1.7 47.2 1,214,457 1.0 15.0 370,318 1.2 4.6 
 141,995 0.0 100.0 39,215 0.1 27.6 48,463 0.0 34.1 54,317 0.0 38.3 0 0.0 0.0 
 280,061 0.1 100.0 55,019 0.1 19.6 136,165 0.1 48.6 62,509 0.1 22.3 24,398 0.1 8.7 
 0 0.0 100.0 0 0.0 0.0 0 0.0 0.0 0 0.0 0.0 0 0.0 0.0 
 384,338 0.1 100.0 15,490 0.0 4.0 208,211 0.1 54.2 59,263 0.0 15.4 101,373 0.3 26.4 

                
 14,928,294 3.2 100.0 2,804,456 3.7 18.8 7,376,042 3.3 49.4 3,467,874 2.8 23.2 860,496 2.8 5.8 
 748,112 0.2 100.0 119,357 0.2 16.0 327,809 0.1 43.8 225,535 0.2 30.1 53,443 0.2 7.1 
 2,005 0.0 100.0 1,091 0.0 54.4 424 0.0 21.2 346 0.0 17.2 0 0.0 0.0 
 1,922,563 0.4 100.0 270,391 0.4 14.1 1,154,648 0.5 60.1 385,956 0.3 20.1 111,567 0.4 5.8 
 10,117,041 2.2 100.0 1,980,426 2.6 19.6 4,737,907 2.1 46.8 2,539,633 2.1 25.1 520,746 1.7 5.1 
 2,138,572 0.5 100.0 433,192 0.6 20.3 1,155,253 0.5 54.0 316,404 0.3 14.8 174,741 0.6 8.2 

 452,135,930 97.2 100.0 72,947,492 96.4 16.1 215,757,126 97.0 47.7 121,404,856 98.1 26.9 29,242,785 96.5 6.5 
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電子証明書をインポートしたパソコンから、
私学事業団ホームページ（私学振興事業本部）を表示し、画面
右上の学校法人ポータルサイトへをクリック

私学情報提供システム
をクリック

再度、ユーザID（法人番号）とパスワードを
入力し、「同意します」にチェック

ユーザID（法人番号）とパスワードを入力

私学情報提供システムのご案内
　私学事業団では、「学校法人基礎調査」をはじめとする各種調査等で収集した私立学校等の情報を
学校法人へ還元するため、大学法人～小学校法人を対象にインターネットによる情報提供サービス
（｢私学情報提供システム｣）を行っています。
　ぜひ、当システムを活用し、学校法人の経営にお役立てください。

経営分析に役立つ！

１　私学事業団ホームページより学校法人ポータルサイトへアクセス

２　利用するシステムを選択

３　「私学情報提供システム」（ホーム）の画面へ移動

法人情報：

自法人・自学校のデータの閲覧及び出力が可能

ホーム 

「法人情報」又は
「帳票検索」のいずれか
利用したい機能を選択

帳票検索：

「今日の私学財政」や

各帳票の閲覧及び出力が可能

帳票検索 法人情報 
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私
学
事
業
団
で
は
、
私
立
大
学
等
改
革
総

合
支
援
事
業
等
に
選
定
さ
れ
た
大
学
等
の
特

色
あ
る
取
り
組
み
に
つ
い
て
の
講
演
と
パ
ネ

ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
を
行
い
、
私
立
大
学

等
の
改
革
を
広
く
社
会
に
発
信
す
る
こ
と
を

目
的
と
し
て
「
私
立
大
学
等
改
革
フ
ォ
ー
ラ

ム
」
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

大
阪
会
場
、
東
京
会
場
合
わ
せ
て
２
４
８

法
人
４
６
７
名
の
理
事
長
、
学
長
、
教
職
員

な
ど
、
幅
広
く
大
学
関
係
者
に
参
加
し
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。

　

講
演
で
は
、
私
立
大
学
等
改
革
総
合
支
援

事
業
タ
イ
プ
１
及
び
タ
イ
プ
５
、
研
究
ブ
ラ

ン
デ
ィ
ン
グ
事
業
を
テ
ー
マ
に
選
定
大
学
等

か
ら
改
革
の
現
状
と
特
色
あ
る
取
り
組
み
事

例
を
紹
介
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

講
演
後
は
、
フ
ァ
シ
リ
テ
ー
タ
ー
の
大
森

共
愛
学
園
前
橋
国
際
大
学
学
長
進
行
に
よ
り

パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
を
行
い
、
大
学

改
革
の
在
り
方
に
つ
い
て
ご
議
論
い
た
だ
き
、

問
題
点
を
認
識
し
解
決
す
る
た
め
の
ヒ
ン
ト

を
得
て
い
た
だ
く
機
会
を
設
け
ま
し
た
。

〇
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
に
関
す
る
こ
と

・�

国
策
と
し
て
の
改
革
を
学
内
で
ど
の
よ
う

に
説
得
力
を
持
た
せ
る
の
か
、
と
い
う
観

点
で
興
味
深
く
聞
か
せ
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。

・�

大
学
改
革
を
進
め
る
た
め
の
表
面
上
の
改

革
成
果
だ
け
で
な
く
、
取
り
組
む
方
法
な

ど
、
裏
側
の
話
も
聞
く
こ
と
が
で
き
て
参

考
に
な
り
ま
し
た
。

問
い
合
わ
せ
先
（
私
学
振
興
事
業
本
部
）

助
成
部　

補
助
金
課

私
学
助
成
改
革
推
進
担
当

☎
０
３
（
３
２
３
０
）
７
３
２
４
・
７
２
９
５

Ｅ
メ
ー
ル　

hojokin@
shigaku.go.jp

　

フ
ォ
ー
ラ
ム
終
了
後
、
ア
ン
ケ
ー
ト
に
ご

協
力
い
た
だ
き
ま
し
た
の
で
、
そ
の
一
部
を

ご
紹
介
し
ま
す
。

〇
講
演
に
関
す
る
こ
と

・�

大
規
模
の
総
合
大
学
か
ら
短
期
大
学
ま
で

改
革
の
当
事
者
か
ら
話
を
聞
く
こ
と
が
で

き
、
大
学
で
抱
え
て
い
る
課
題
を
突
破
す

る
糸
口
を
探
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

・�

単
な
る
成
功
事
例
の
紹
介
で
は
な
く
私
学

助
成
を
通
じ
た
取
り
組
み
で
あ
っ
た
た

め
、
今
後
の
補
助
金
申
請
の
点
か
ら
も
非

常
に
参
考
に
な
り
ま
し
た
。

・�

各
大
学
の
素
晴
ら
し
い
取
り
組
み
は
大
変

参
考
に
な
り
ま
し
た
。
大
学
の
領
域
は

違
っ
て
も
、
共
通
す
る
重
要
な
事
柄
が
見

え
て
き
ま
し
た
。

平
成
30
年
度
　

私
立
大
学
等
改
革
フ
ォ
ー
ラ
ム
の
報
告

　
～
私
立
大
学
等
の
取
り
組
み
事
例
を
社
会
に
発
信
～

私立大学等改革フォーラム（東京会場）
パネルディスカッションの様子

私立大学等改革フォーラム（大阪会場）
講演の様子

〇私立大学等改革フォーラムについて
日程・場所
【大阪会場】平成３１年３月１日（金）　　大阪ガーデンパレス

【東京会場】平成３１年３月８日（金）　　上智大学 （ソフィアタワー）

プログラム【大阪会場、東京会場　共通】
時  間 内    容

13 ： 00～ 受付

13 ： 30～ 開会挨拶

13 ： 45～ 【講演１】 東京都市大学　「改革総合支援事業タイプ1」

講師 ： 皆川 勝 氏 （東京都市大学 副学長）

14 ： 10～ 【講演２】 松本大学松商短期大学部 「改革総合支援事業タイプ1」

講師：糸井 重夫 氏 （松本大学松商短期大学部 短期大学部長）

14 ： 45～ 【講演３】 甲南大学　「改革総合支援事業タイプ５」

講師 ： 長坂 悦敬 氏 （甲南大学 大学長）

松下 賢一 氏 （甲南大学 地域連携センター事務室 課長）

15 ： 10～ 【講演４】 福山大学　「私立大学研究ブランディング事業」

講師 ： 松浦 史登 氏 （福山大学 副学長）

15 ： 45～ 【パネルディスカッション】

ファシリテーター ： 大森 昭生 氏 （共愛学園前橋国際大学 学長）

パネリスト ： 皆川 勝 氏 （東京都市大学 副学長）

糸井 重夫 氏 （松本大学松商短期大学部 短期大学部長）

長坂 悦敬 氏 （甲南大学 大学長）

松下 賢一 氏 （甲南大学 地域連携センター事務室 課長）

松浦 史登 氏 （福山大学 副学長）

16 ： 30～ 閉会
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今
年
度
の
特
定
健
康
診
査
の
実
施
に
つ
い

て
は
、
６
月
下
旬
に
学
校
法
人
等
宛
て
に
関

係
書
類
を
送
付
し
ま
し
た
。
特
定
健
康
診
査

及
び
特
定
保
健
指
導（
以
下
、「
特
定
健
診
等
」

と
い
い
ま
す
）
に
か
か
る
学
内
掲
示
用
ポ
ス

タ
ー
を
同
封
し
ま
し
た
の
で
、
加
入
者
へ
の

周
知
に
活
用
し
て
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
被
扶

養
者
に
つ
い
て
は
、
加
入
者
を
通
じ
、
送
付

し
た
特
定
健
康
診
査
受
診
券
を
使
用
し
て
受

診
す
る
よ
う
周
知
し
て
く
だ
さ
い
。

加
入
者
の
健
診
結
果
デ
ー
タ
の
作
成・提
出

　

加
入
者
の
特
定
健
康
診
査
は
、
学
校
法
人

等
が
行
う
定
期
健
康
診
断
結
果
を
活
用
し
、

学
校
法
人
等
で
健
診
結
果
デ
ー
タ
を
作
成
・

提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

　

加
入
者
の
健
診
結
果
デ
ー
タ
の
作
成
の
際

は
、
６
月
下
旬
に
学
校
法
人
等
へ
送
付
し
た

ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
（
特
定
健
診
・
特
定
保
健
指

導
元
気
ガ
イ
ド
事
務
担
当
者
用
）
を
参
考
に

し
て
く
だ
さ
い
。
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
は
私
学
共

済
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
閲
覧
で
き
ま
す
。

提
出
時
の
必
須
項
目
の
確
認

　

健
診
結
果
デ
ー
タ
に
不
備
が
あ
る
と
特
定

保
健
指
導
の
判
定
処
理
が
で
き
ま
せ
ん
。
提

出
す
る
際
に
は
、
表
の
必
須
項
目
に
漏
れ
が

な
い
よ
う
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

　

例
年
、
次
の
①
～
③
の
項
目
に
不
備
が
目

立
ち
ま
す
の
で
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

①
健
診
実
施
年
月
日

　

特
定
健
康
診
査
に
代
え
る
こ
と
が
で
き
る

定
期
健
診
結
果
は
、
当
該
年
度
中
に
実
施
し

た
健
診
に
限
り
ま
す
。
健
診
実
施
日
が
元
年

度
中（
平
成
31
年
４
月
１
日
～
令
和
２
年
３
月

31
日
）で
あ
る
こ
と
を
必
ず
確
認
し
て
く
だ
さ

い
。

②�
空
腹
時
血
糖
、
Ｈヘ
モ
グ
ロ
ビ
ン
エ
ー
ワ
ン
シ
ー

ｂ
Ａ
１
ｃ
又
は
随
時
血

糖
（
食
後
３
・
５
時
間
以
上
）

　

血
糖
値
の
測
定
に
際
し
て
は
、
定
期
健
康

令
和
元
年
度

特
定
健
康
診
査
の
結
果
報
告
に

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す

診
断
を
実
施
す
る
健
診
機
関
に
確
認
し
、
空

腹
時
血
糖
及
び
Ｈ
ｂ
Ａ
１
ｃ
（
Ｈ
ｂ
Ａ
１
ｃ

の
測
定
が
難
し
い
場
合
は
随
時
血
糖
（
食
後

３
・
５
時
間
以
上
））
を
記
入
し
て
く
だ
さ
い
。

③
標
準
的
な
質
問
票

　

特
定
健
康
診
査
で
は
、
健
診
結
果
の
他
に

質
問
項
目
と
し
て
「
血
圧
」・「
血
糖
」・「
コ
レ

ス
テ
ロ
ー
ル
（
中
性
脂
肪
を
含
み
ま
す
）」
を

そ
れ
ぞ
れ
下
げ
る
薬
の
使
用
の
有
無
及
び
喫

煙
の
有
無
の
回
答
が
必
須
で
す
。

　

学
校
法
人
等
が
行
う
定
期
健
康
診
断
を
健

診
機
関
へ
委
託
す
る
際
に
は
、
こ
の
必
須
項

目
を
含
む
健
診
結
果
の
作
成
を
依
頼
し
て
く

だ
さ
い
。

健
診
結
果
デ
ー
タ
チ
ェ
ッ
ク
機
能
の
活
用

　

私
学
共
済
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
て
い

る
「
健
診
結
果
デ
ー
タ
チ
ェ
ッ
ク
機
能
」
を

使
用
す
る
こ
と
で
、
不
備
の
な
い
健
診
結
果

デ
ー
タ
（
Ｅ
ｘ
ｃ
ｅ
ｌ
・
Ｘ
Ｍ
Ｌ
・
Ｃ
Ｓ
Ｖ
）

が
作
成
で
き
ま
す
。
操
作
説
明
書
を
参
照
の

う
え
、
ぜ
ひ
活
用
し
て
く
だ
さ
い
。

　

私
学
事
業
団
を
含
む
医
療
保
険
者
は
、
国

か
ら
特
定
健
診
等
の
実
施
率
の
向
上
を
強
く

求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
３
月
に
は
保
険
者
別

の
平
成
29
年
度
の
特
定
健
診
等
の
実
施
状
況

が
公
表
さ
れ
ま
し
た
。

　

国
が
定
め
た
特
定
健
診
等
の
実
施
率
の
目

標
を
達
成
す
る
こ
と
で
、
後
期
高
齢
者
支
援

金
の
負
担
が
抑
え
ら
れ
、
短
期
給
付
分
掛
金

率
の
上
昇
の
抑
制
に
つ
な
が
り
ま
す
。
必
ず

特
定
健
康
診
査
の
健
診
結
果
を
提
出
し
て
く

だ
さ
い
。

健診結果データチェック機能の操作手順
１�　私学共済ホームページ〔事務担当者用ページ▶
福祉事業関係▶特定健診・特定保健指導〕から
「健診結果データチェック機能」を選択し「健診
結果Excelデータ作成・チェック機能」をダウン
ロードしてください。
　　　　　↓
２�　［健診結果・質問票項目］シートに対象者の健診
結果を入力してください。
　　　　　↓
３�　健診結果入力後［メニュー］シートの健診結果
データチェック実行　ボタンを押し、入力した健
診結果データのチェックを実行してください。
　　　　　↓
４�　入力した健診結果データに不備がある場合、エ
ラーが表示されます。［エラーログ］シートからエ
ラー内容を確認して、エラー箇所を修正した後、
改めて前項３の要領で、データチェックを実行し
てください。
　　　　　↓
５�　入力した健診結果に不備がなければ［メニュー］
シートの提出データ等出力　ボタンを押し、CD－R
などの電子媒体に健診結果データを保存してくだ
さい。

◎�保存されたファイル名は変更せず、そのまま提出
してください。

福
祉
部　

保
健
課

健診実施年月日（①）
加入者番号・氏名・生年月日・性別
身体計測 身長・体重・BMI・腹囲
血　　圧 最高血圧・最低血圧

血中脂質
HDLコレステロール・LDLコレステロール又はnon-HDL
コレステロール（食後採血か中性脂肪400mg/dl以上の
場合）・中性脂肪（TG）

肝 機 能 GOT（AST）・GPT（ALT）・γ–GTP（γ–GT）

血　　糖 空腹時血糖、HbA1c又は随時血糖（食後3.5時間以上）
（②）

尿 検 査 尿糖・尿蛋白
既往歴・自覚症状・他覚症状
標準的な
質問票
（③）

「血圧」・「血糖」・「コレステロール（中性脂肪も含み
ます）」をそれぞれ下げる薬の使用の有無
喫煙の有無

表　必須項目
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私
学
共
済
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
施
設

検
索
機
能
を
ご
活
用
く
だ
さ
い

広
報
相
談
セ
ン
タ
ー　

広
報
班

　

私
学
事
業
団
の
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制
度
に
お

け
る
情
報
提
供
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
シ
ス
テ
ム
を

利
用
し
た
年
金
等
給
付
事
業
に
か
か
る
情
報

照
会
及
び
情
報
提
供
（
以
下
「
情
報
連
携
」

と
い
い
ま
す
）
の
情
報
照
会
事
務
に
つ
い
て

は
、
平
成
31
年
４
月
15
日
か
ら
試
行
運
用
を

行
っ
て
い
ま
し
た
が
、
こ
の
た
び
、
令
和
元

年
７
月
１
日
か
ら
本
格
運
用
が
開
始
さ
れ
ま

し
た
。

　

本
事
業
団
へ
の
年
金
請
求
時
に
必
要
な
添

付
書
類
の
一
部
は
、
情
報
連
携
に
よ
り
確
認

す
る
こ
と
で
、
省
略
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま

し
た
。

●
省
略
可
能
な
添
付
書
類

・�

生
計
同
一
、
生
計
維
持
の
確
認
に
必
要
な

住
民
票
関
係
（
住
民
票
の
写
し
）

・�

地
方
税
関
係
（
課
税
証
明
書
）
な
ど

　

た
だ
し
、
年
金
請
求
に
か
か
る
事
務
手
続

き
は
、
個
々
の
条
件
に
よ
り
異
な
る
場
合
も

あ
り
ま
す
の
で
、
省
略
で
き
な
い
書
類
や
そ

の
他
必
要
な
書
類
を
求
め
る
こ
と
が
あ
り
ま

す
。

　

添
付
書
類
に
つ
い
て
は
、
各
年
金
請
求
書

に
同
封
さ
れ
て
い
る
案
内
文
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
情
報
提
供
事
務
に
つ
い
て
は
、
６

月
か
ら
試
行
運
用
が
開
始
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

私
学
共
済
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
〔
加
入
者
用

ペ
ー
ジ
〕
で
は
、
７
月
17
日
か
ら
、
私
学
事
業

団
が
加
入
者
等
の
福
利
厚
生
を
目
的
と
し
て

契
約
し
て
い
る
施
設
等
に
つ
い
て
、
都
道
府
県

や
用
途
（
人
間
ド
ッ
ク
契
約
施
設
、
厚
生
施

設
、
健
康
増
進
宿
泊
施
設
等
）
に
応
じ
た
絞

り
込
み
検
索
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　

契
約
施
設
の
内
容
は
随
時
更
新
し
ま
す
の

で
、
新
規
契
約
施
設
や
『
私
学
共
済
ブ
ッ
ク

２
０
１
９
〔
保
健
・
宿
泊
編
〕』
発
行
後
の

最
新
の
利
用
料
金
等
を
私
学
共
済
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
で
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
夏

休
み
に
ぜ
ひ
活
用
し
て
く
だ
さ
い
。

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制
度
に
お
け
る
情

報
連
携
（
照
会
事
務
）
の
本
格
運

用
が
開
始
さ
れ
ま
し
た

企
画
室

�

「
資
格
取
得
報
告
書
DL
」「
所
属
学
校
等

変
更
報
告
書
DL
」を
提
出
す
る
際
に
は
、

「
事
務
連
絡
先
電
話
番
号
」
欄
を
忘
れ
ず

に
記
入
し
て
く
だ
さ
い

　

教
職
員
を
採
用
し
た
と
き
に
は
「
資
格
取

得
報
告
書
DL
」
を
、
学
校
法
人
等
内
で
異
動

が
あ
っ
た
と
き
に
は
「
所
属
学
校
等
変
更
報

告
書
DL
」
を
提
出
す
る
こ
と
と
な
っ
て
い
ま
す
。

こ
れ
ら
の
書
類
に
は
、
学
校
法
人
等
の
「
事
務

連
絡
先
電
話
番
号
」
欄
（
図
参
照
）が
設
け
て

あ
り
ま
す
の
で
、
私
学
事
業
団
へ
登
録
し
て

い
る
電
話
番
号
を
必
ず
記
入
し
て
く
だ
さ
い
。

　

特
に
、
電
話
番
号
の
う
ち
下
４
桁
を
所
定

の
マ
ス
内
に
記
入
し
て
い
た
だ
く
こ
と
に
よ

り
、
本
事
業
団
で
確
認
し
て
い
る
学
校
登
録

情
報
（
電
話
番
号
）
と
学
校
記
号
番
号
を
突

合
し
、
誤
っ
た
加
入
者
登
録
を
防
い
で
い
ま

す
。
記
入
漏
れ
や
記
入
誤
り
の
な
い
よ
う
に

お
願
い
し
ま
す
。

　

ま
た
、
学
校
記
号
番
号
に
つ
い
て
も
記
入

漏
れ
や
記
入
誤
り
に
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

「
資
格
取
得
報
告
書
DL
」
を
提
出
す
る
際

の
添
付
書
類
は
不
要
と
な
り
ま
し
た

　
「
資
格
取
得
報
告
書
DL
」
を
提
出
す
る
際

に
は
、
基
礎
年
金
番
号
が
確
認
で
き
る
書
類

の
添
付
を
お
願
い
し
て
い
ま
し
た
が
、
令
和

元
年
５
月
よ
り
、
電
子
媒
体
で
の
報
告
が
可

能
と
な
っ
た
こ
と
に
伴
い
、
添
付
書
類
を
不

要
と
し
ま
し
た
。

　

た
だ
し
、
本
事
業
団
で
必
要
と
認
め
た
場

合
は
、
提
出
を
お
願
い
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　

な
お
、
基
礎
年
金
番
号
を
記
入
す
る
際
に

は
、
誤
り
の
な
い
よ
う
に
必
ず
年
金
手
帳
又

は
基
礎
年
金
番
号
通
知
書
等
で
確
認
し
て
く

だ
さ
い
。

資格取得報告書
下記のとおり報告します。

　　　　年　　月　　日

日本私立学校振興・共済事業団理事長　殿

□
□
□

学 校 記 号 番 号
県コード 学種 学校番号 学 校 名

学 校 法 人 等
所 　 在 　 地

郵便番号［　　　　　－　　　　　］

学 　 　 校
法 人 等 名

代 表 者 名

事務連絡先電話番号
（必ず記入してください）

市外局番 局 番

（ 　 　 　 ）
番 号

118

代表者印欄

印

担当者
氏　名

1

11

該当する番号を○で囲んでください。
１．新規資格取得　　２．継続資格取得　　３．再資格取得　（継続資格取得・再資格取得の場合、最終前任校の番号を必ず記入してください）

※ 個 人 番 号
18

加 入 者 氏 名（氏と名の間に△を入れて下さい）

フリガナ
23

漢 字
48

生 年 月 日
39

３ 昭

４ 平

年 月 日

性別
80

1. 男

2. 女

※事業団記入欄

内発 遡及 年齢 休校 付番 低給
122 123 124 125 126 127 129

46

０１ 職   名

資 格 取 得 年 月 日
81 年 月 日

報　酬　月　額

固定的給与
基本給・扶養手当・

通勤手当等

現物給与

円

円

非固定的給与 超過勤務手当・
宿日直手当・研究費等

円
88

合　　計
百 十 万 千 百 十 円

最終前任校の加入者番号（継続・再取得の場合に記入）

県コード 学種 学校番号 個人番号
95

最終前任校
退職年月日

年

月　日

基 礎 年 金 番 号
（基礎年金番号の無い者は、２を○で囲み、理由を記入してください）
107

1. 有

2. 無

1. 有
2. 無

108
―

１. 20 歳未満で初めて就労するため　２．外国籍で日本で初めて就労するため
３．その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

130
マ イ ナ ン バ ー

46　

０２

所

住
郵 便 番 号

48

－

町名・字名以下を
記入してください。

フリガナ

漢　字

漢　字

フリガナ

55 ト・ドウ
フ・ケン

157
都・道
府・県

87

189

63 シ
グン

ク・マチ・チョウ
    ムラ・ソン

165 市
郡

区

※事業団記入欄
居住先国 解除

269 272

※欄は記入しないでください。 私学事業団受付印

町・村

）
係
関
条
一
第
（号
一
第
式
様

４ 平
５ 令

11010　2019.05

令和

図　資格取得報告書の「事務連絡先電話番号」欄 「
資
格
取
得
報
告
書
」
等

を
提
出
す
る
際
の
注
意
点

業
務
部　

資
格
課

図　施設検索機能イメージ

掲載場所：私学共済ホームページ〔加入者用ページ▶福祉
事業のご案内▶契約施設検索〕
※�加入者用ページ（ログイン）のユーザー名とパスワードは、
加入者向広報「レター」でご確認ください。

 　　10、14頁にあるDLマークのある用紙は、私学共済ホームページ〔様式用紙等のダウンロード〕からダウンロードできます
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11

共
済
業
務

接
骨
院
・
整
骨
院
の
施
術
を

受
け
る
と
き

業
務
部　

短
期
給
付
課

　

接
骨
院
・
整
骨
院
で
柔
道
整
復
師
の
施
術

を
受
け
る
場
合
、
保
険
適
用
の
療
養
費
と
し

て
支
給
対
象
と
な
る
の
は
、
次
の
傷
病
に
限

ら
れ
ま
す
。

  

支
給
対
象
と
な
る
傷
病
と
な
ら
な
い
傷
病

●
支
給
対
象
と
な
る
傷
病

・�

外
傷
性
が
明
ら
か
な
打
撲
・
捻
挫
・
挫
傷

（
肉
離
れ
な
ど
）

・�

骨
折
・
脱
臼
の
施
術
は
応
急
手
当
の
み
で

す
。
応
急
処
置
後
の
施
術
に
は
医
師
の
同

意
が
必
要
で
す
。

●
支
給
対
象
と
な
ら
な
い
傷
病

・
単
な
る
肩
こ
り

・
ス
ポ
ー
ツ
等
に
よ
る
筋
肉
疲
労

・�

病
気
（
神
経
痛
・
リ
ウ
マ
チ
等
）
か
ら
く

る
痛
み
や
こ
り

・�

単
な
る
マ
ッ
サ
ー
ジ
代
わ
り
の
利
用
な
ど

症
状
改
善
が
み
ら
れ
な
い
長
期
の
施
術

  
施
術
内
容
を
照
会
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す

　

柔
道
整
復
師
の
施
術
の
う
ち
、
保
険
適
用

の
療
養
費
と
し
て
支
給
対
象
と
な
る
の
は
一

部
の
施
術
の
み
で
す
。

　

私
学
事
業
団
で
は
、
施
術
内
容
が
療
養
費

の
支
給
範
囲
か
ど
う
か
確
認
す
る
た
め
、
受

診
者
に
負
傷
の
原
因
や
施
術
内
容
等
の
照
会

を
行
う
場
合
が
あ
り
ま
す
。
照
会
文
書
（
個

別
に
封
入
さ
れ
て
い
ま
す
）
を
学
校
法
人
等

に
送
付
し
ま
す
の
で
、
該
当
の
加
入
者
に
配

付
を
お
願
い
し
ま
す
。

●
照
会
内
容

・
施
術
し
た
負
傷
の
原
因

・
通
院
期
間

・
施
術
し
た
部
位　

な
ど

●
照
会
の
回
答
方
法

・�

施
術
内
容
の
照
会
を
受
け
取
っ
た
加
入
者

は
、
施
術
を
受
け
た
と
き
の
ご
自
身
の
記

憶
や
施
術
を
受
け
た
と
こ
ろ
で
交
付
さ
れ

た
施
術
日
の
領
収
書
な
ど
か
ら
、
わ
か
る

範
囲
で
記
入
し
て
く
だ
さ
い
。
記
憶
が
曖

昧
な
箇
所
は
無
理
に
記
入
せ
ず
、「
曖
昧

で
あ
る
」
旨
を
そ
の
箇
所
に
記
入
し
て
く

だ
さ
い
。

・�

記
入
し
た
回
答
書
は
、
同
封
さ
れ
て
い
る

返
信
用
封
筒
で
返
信
し
て
く
だ
さ
い
。
宛

て
先
は
本
事
業
団
の
委
託
先
（
今
年
度
は

株
式
会
社
オ
ー
ク
ス
）
と
な
り
ま
す
。

●
よ
く
あ
る
問
い
合
わ
せ

Q　
施
術
内
容
の
照
会
文
書
を
受
け
取
り
ま

し
た
が
、何
の
た
め
に
回
答
す
る
の
で
す
か
。

A　
接
骨
院
・
整
骨
院
で
保
険
適
用
と
な
る

施
術
は
限
ら
れ
て
い
る
た
め
、
保
険
適
用
外

の
施
術
が
含
ま
れ
て
い
な
い
か
を
確
認
し
、

保
険
診
療
の
適
正
化
を
図
る
こ
と
が
目
的
で

す
。
接
骨
院
や
整
骨
院
の
受
診
を
制
限
す
る

も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

Q　
こ
の
照
会
文
書
は
誰
が
回
答
す
る
の
で

す
か
。

A　
記
入
も
含
め
、
施
術
を
受
け
た
本
人
が

回
答
し
て
く
だ
さ
い
。

　

加
入
者
貸
付
制
度
は
、
加
入
者
が
臨
時
に

資
金
を
必
要
と
す
る
際
な
ど
に
そ
の
資
金
を

貸
し
付
け
る
制
度
で
す
。
な
お
、
貸
付
利
率

変
更
を
含
め
た
加
入
者
貸
付
制
度
の
見
直
し

を
令
和
元
年
11
月
に
予
定
し
て
い
ま
す
。

目
的
に
応
じ
た
６
種
類
の
貸
付
け

一
般
貸
付 

車
の
購
入
な
ど
臨
時
の
資
金
に

教
育
貸
付 

入
学
費
用
、
授
業
料
に

結
婚
貸
付 

結
婚
費
用
に

住
宅
貸
付 

住
宅
の
購
入
、
リ
フ
ォ
ー
ム
費
用
に

災
害
貸
付 

非
常
災
害
時
に

医
療
貸
付 

５
日
間
以
上
の
入
院
に

　

各
貸
付
け
の
詳
細
は
、「
令
和
元
年
版 

事

務
の
手
引
」
８
９
３
〜
９
５
４
ペ
ー
ジ
を
参

照
し
て
く
だ
さ
い
。

※�

団
体
信
用
生
命
保
険　

住
宅
貸
付
を
借
り

受
け
て
い
る
加
入
者
が
償
還
途
中
に
死
亡

又
は
所
定
の
高
度
障
害
状
態
に
な
っ
た
場

合
、
生
命
保
険
会
社
か
ら
私
学
事
業
団
に

支
払
わ
れ
る
保
険
金
が
貸
付
金
残
高
の
弁

済
に
充
当
さ
れ
る
制
度
で
す（
任
意
加
入
）。

貸
付
け
の
共
通
事
項

●
貸
付
け
の
申
し
込
み
が
で
き
る
人

　

加
入
者
期
間
が
引
き
続
き
１
年
以
上
あ
る

加
入
者
（
住
宅
貸
付
は
、
年
金
等
給
付
の
加

入
者
期
間
が
引
き
続
き
５
年
以
上
）
が
申
し

込
み
の
対
象
と
な
り
ま
す
。

　

な
お
、
加
入
者
貸
付
は
在
職
中
の
加
入
者

が
対
象
と
な
る
た
め
、
任
意
継
続
加
入
者
は

申
し
込
み
の
対
象
と
な
り
ま
せ
ん
。

●
貸
付
け
の
利
率
（
変
動
金
利
）

　

年
２
・
26
％
（
災
害
貸
付
は
年
２
・
00
％
）

令
和
元
年
８
月
１
日
現
在

●
貸
付
け
の
申
し
込
み
手
続
き

・�

手
続
き
は
、
す
べ
て
学
校
法
人
等
を
通
し

て
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

・�

申
込
締
め
切
り
日
は
毎
月
15
日（
必
着
）で
、

送
金
日
は
翌
月
２
日
と
な
り
ま
す
。

・�
毎
月
16
日
か
ら
月
末
ま
で
に
申
し
込
ん
だ

場
合
、
希
望
に
よ
り
翌
月
22
日
送
金
も

行
っ
て
い
ま
す
。
な
お
、
22
日
送
金
を
希

望
す
る
場
合
は
、
貸
付
申
込
書
右
下
「
貸

付
送
金
日
」
欄
の
「
22
日
」
に
○
印
を
付

け
て
く
だ
さ
い
。

・�

貸
付
金
額
及
び
償
還
回
数
は
、
私
学
共
済

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

●
貸
付
け
の
償
還

・�

返
済
は
毎
月
の
償
還
額
が
一
定
と
な
る
元

利
均
等
償
還
で
す
。
定
期
償
還
額
を
学
校

法
人
等
が
報
酬
等
か
ら
控
除
し
、
本
事
業

団
に
払
い
込
み
ま
す
。

・�

償
還
途
中
に
貸
付
金
残
額
の
全
部
又
は
一

部
を
任
意
に
償
還
で
き
ま
す
。

・�

加
入
者
の
資
格
喪
失
時
は
、
一
括
全
額
返

済
（
即
時
償
還
）
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ

ん
。
退
職
手
当
を
支
払
う
場
合
は
、
学
校

法
人
等
が
控
除
し
、
償
還
額
に
充
て
ま
す
。

加
入
者
貸
付
制
度
の
ご
案
内

福
祉
部　

貸
付
課
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共
済
業
務　　　�　離婚した場合は、子どもの親権を持つ親に扶養の優先権があるとみなしますので、親権を持っていれば

加入者の被扶養者に扶養替えすることができます。添付書類は次のとおりです。

添　付　書　類 内　　　容
③�子どもが夫の健康保険から被扶養
者取り消しとなった年月日の確認
できる証明書（国民健康保険の場
合は国民健康保険証の写し）

子どもの認定年月日を確定（確認）するための書類です。なお、国民健康保険から
の切り替えの場合は届け出があった日（消印により発信年月日が確認できる場合は
その日）からの認定となります。被扶養者認定後に加入者被扶養者証を市区町村に
持参して、国民健康保険を脱退する手続きをしてください。

　　　�　�離婚をしたため、夫が扶養している子どもを私（加入者）の扶養に切り替えたいのですが、必要
な添付書類は何ですか。

Q3

A

１　子どもが18歳以上の場合は、子どもの収入を確認する書類（注）も必要です。
２　離婚した相手の収入比較の書類は不要です。

（注）　�子どもの収入を確認する書類については、「令和元年版　事務の手引」118頁「被扶養者認定にかかる生計維
持関係の添付書類（一般例）」を参照してください。

※�本誌11月号及び12月号にも他の被扶養者認定申請事例を掲載する予定です。

ポイント

　子どもが18歳以上の場合は、子どもの収入を確認する書類（注）も必要です。

ポイント

11060　2019.05

下記のとおり申請します。

日本私立学校振興・共済事業団理事長　殿

　　 年 月 日

被扶養者認定申請書

下記の申請は事実と相違
ないものと認めます。

　　 年 月 日

郵便番号　[　　　　　－　　　　　　]学 校 法 人 等
所 　 在 　 地

代表者証明印欄

学 校
法 人 等　名

事務連絡先電話番号
（必ず記入してください）

代 表 者 名

市外局番　　　　　局 番　　　　　　 番　　  号

（　　　　 ）

印

担当者
氏 名

五
の
条
一
第
（①
号
八
第
式
様

、

）
係
関
四
の
条
三
十
三
第

21160
加　入　者　番　号

学校番号学種県コード
23

個 人 番 号
11

1

名
氏
者
入
加 フリ

ガナ

字
漢

印
生 年 月 日 資 格 取 得 年 月 日 加入者の年間所得推計額

39 年年 月月 円日日３ 昭
４ 平

46

0 1

46

0 2

フリ
ガナ

年間所得
推 計 額

字
漢

住

所

偶

配

者

認定を受けようとする者の氏名（氏と名の間に△を入れてください） ※事業団記入欄
48

64 103 821521421601

世 帯 別
1 . 同一住所
2 . 別 住 所

郵 便 番 号 基 礎 年 金 番 号

マ イ ナ ン バ ー
町名・字名以下を
記入してください

48

フリガナ

漢　　字

フリガナ ※事業団記入欄

居住先漢 字

50169

都・道
府・県

３ 昭

４ 平

年年円日月年 月月 日日

生 年 月 日 ※ 認 定 年 月 日

ト・ドウ
フ・ケン

　シ
グン

ク・マチ・チョウ
　　　ムラ・ソン

続 柄 扶養手当 被扶養者の要件を備えるに至った理由及び年月日

日月年由理額月無有称名 ※コード
性別 職業

1. 男
2. 女

1. 有
2. 無

4. 平
5. 令

4．平
5．令

区市
村・町郡

発
内

及
遡

齢
高

除
解 1. 有

2. 無

1. 有
2. 無

1. 有
2. 無

113

269 272

114

129

46

0 1

46

0 1

フリ
ガナ

年間所得
推 計 額

字
漢

所
住

族
家
他
の
そ
等
母
父
・
子

認定を受けようとする者の氏名（氏と名の間に△を入れてください） ※事業団記入欄
48

64 821521421601

世 帯 別
1 . 同一住所
2 . 別 住 所

郵便番号（ ）
マ イ ナ ン バ ー

50169
３ 昭
４ 平
５ 令

年年円日月年 月月 日日

生 年 月 日 ※ 認 定 年 月 日続 柄 扶養手当 被扶養者の要件を備えるに至った理由及び年月日

日月年由理額月無有称名 ※コード
性別 職業

1. 男
2. 女

1. 有
2. 無

4. 平
5. 令

4．平
5．令

発
内

及
遡

齢
高

129

1. 有
2. 無

フリ
ガナ

年間所得
推 計 額

字
漢

所
住

認定を受けようとする者の氏名（氏と名の間に△を入れてください） ※事業団記入欄
48

64 821521421601

世 帯 別
1 . 同一住所
2 . 別 住 所

郵便番号（ ）
マ イ ナ ン バ ー

50169
３ 昭
４ 平
５ 令

年年円日月年 月月 日日

生 年 月 日 ※ 認 定 年 月 日続 柄 扶養手当 被扶養者の要件を備えるに至った理由及び年月日

日月年由理額月無有称名 ※コード
性別 職業

1. 男
2. 女

1. 有
2. 無

4. 平
5. 令

4．平
5．令

発
内

及
遡

齢
高

129

１．※欄は記入しないでください。
２．加入者と同一住所の場合、世帯別の１．を○で囲み、住所欄は記入する必要はありません。
３．任意継続加入者の方は、「学校法人等所在地」欄に住所を、「代表者名・証明印欄」にご本人の署名・捺印をしてください。

※発信年月日 令和 年 月 日
私学事業団受付印

被扶養者認定申請書

３ 昭
４ 平
５ 令

図　被扶養者認定申請書（見本）

「扶養手当」欄

「加入者の年間所得推計額」欄

子どもの年齢 添付書類 内　　　容
子どもが20歳
未満の場合

①�子どもの戸籍謄本
又は抄本

続柄及び生年月日、親権者の氏名及び親権を得た日（認定年月日）を確認します（住
民票は不可）。

子どもが20歳
以上の場合

①�子どもの戸籍謄本
又は抄本

続柄及び生年月日を確認します（加入者が世帯主の場合は、
続柄が記載されている住民票でも可。ただし、マイナンバー
の記載のないもの）。

＊�子どもと加入者が
同じ戸籍の場合は、
加入者の戸籍謄本
のみで可。

②�加入者の戸籍謄本
又は抄本

子どもが20歳以上の場合は親権を決める必要がないので、
加入者の戸籍謄本又は抄本で離婚日を確認します。
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共
済
業
務

　私学共済制度では、３親等内の家族で主として加入者の収入で生計を維持している人のうち、被扶養者として
の要件を備えてから30日以内に私学事業団に申請し、認定された人は、被扶養者として保険診療等の短期給付を
受けることができます。本誌では被扶養者認定の具体的な事例として、子どもの認定申請について説明します。
被扶養者の基本的な事項は、「令和元年版　事務の手引」101頁　第７章　被扶養者を参照してください。

被扶養者認定申請事例（子どもの認定）
業務部　資格課

　　　�　加入者と配偶者の年間収入を比較して加入者の方が多い、又は同程度（差額が１割以内の範囲）であれ
ば認定できます。添付書類は次のとおりです。

添　付　書　類 内　　　容

①子どもの戸籍謄本又は抄本 続柄及び生年月日を確認します（加入者が世帯主の場合は、続柄が記載されている住民
票でも可。ただし、マイナンバーの記載のないもの）。

②�加入者と配偶者の前年の源泉
徴収票、所得証明書又は年収
見込証明書

加入者と配偶者の収入を比較する書類です。
＊�被扶養者認定申請書の「加入者の年間所得推計額」欄（12頁図参照）に、学校法人等で加入者の年収
見込額を記入する場合は、加入者分の源泉徴収票等は不要です。

　　　�　加入者の収入が増加し配偶者の収入より多くなった場合、配偶者の健康保険の被扶養者になっていた子
どもは、加入者の被扶養者に扶養替えすることができます。添付書類は次のとおりです。

添　付　書　類 内　　　容

①子どもの戸籍謄本又は抄本 続柄及び生年月日を確認します（加入者が世帯主の場合は、続柄が記載されている住民
票でも可。ただし、マイナンバーの記載のないもの）。

②�加入者と配偶者の前年の源泉
徴収票、所得証明書又は年収
見込証明書

加入者と配偶者の収入を比較する書類です。扶養手当が支給される場合は不要です（Ｑ１
ポイント１参照）。
＊�被扶養者認定申請書の「加入者の年間所得推計額」欄（12頁図参照）に、学校法人等で加入者の年収
見込額を記入する場合は、加入者分の源泉徴収票等は不要です。

　　　�子どもが生まれたので被扶養者として認定したいのですが、必要な添付書類は何ですか。

　　　�　�昇任して私（加入者）の収入が増えたので、夫の扶養になっている子どもを私の扶養に切り替え
たいのですが、必要な添付書類は何ですか。

Q１

Q2

A

A

１　�配偶者がすでに被扶養者として認定されている場合、又は加入者の勤務先か

ら扶養手当が支給される場合は、加入者と配偶者の収入比較が必要ないため、
②の書類は不要です。扶養手当が支給されている場合は、被扶養者認定申請
書の「扶養手当」欄（12頁図参照）を必ず記入してください。

２　�配偶者が前年の途中で就職や転職した場合など、源泉徴収票や所得証明書で

確認できる収入額が変動している場合は、認定日以降の収入を確認するため、年収見込証明書を提出して

ください。なお、育児休業等により休業し報酬が減額又は無給となっていても、休業前の報酬（減額する
前の報酬）で収入比較しますので、休業しなかったと仮定した状態の年収見込証明書が必要です。

３�　戸籍謄本等に代えて市区町村が発行する出生届受理証明書を添付するときも、必ず原本を提出してくださ

い。母子手帳の写しでは対応していません。

ポイント
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共済事業本部
〒113 - 8441　東京都文京区湯島1-7-5
☎03（3813）5321（代表）
電話照会の際は、学校記号番号、加入者番号が
確認できるものをお手元にご用意ください。

共済業務

私学事業団ホームページ　https://www.shigaku.go.jp/
助成業務　https://www.shigaku.go.jp/s_home.htm
共済業務　https://www.shigakukyosai.jp/（私学共済ホームページ）

貸付けの申込締め切り日に
ご注意ください

　９月24日（火）送金分は８月30日（金）が締め切り日
となります。締め切り日（毎月15日及び月末）が土・日
曜日又は休日のときは繰り上がりますので注意してくだ
さい。� 【福祉部　貸付課】

令和元年度都道府県事務担当者協議会を
開催しました

　７月19日（金）に大阪ガーデンパレスにおいて、各都
道府県私学主管課の担当者にご出席いただき、私学事業
団の業務及び都道府県補助金について一層の理解を深め
るために、都道府県事務担当者協議会を開催しました。

【総務部　総務課】

加入者向広報「レター」９月号等を
発送します

　加入者向広報「レター」９月号等を９月上旬から学校
法人等宛てに順次発送します。送付部数は７月末現在の
加入者数です。詳しくは送付状を確認してください。

【広報相談センター　広報班】

標準報酬の報告漏れがないよう
ご注意ください

　標準報酬（標準報酬月額及び標準賞与額）は、毎月の
掛金等の計算や、将来の年金等給付を算定する基となる
重要なものです。
　報告の際は、「事務の手引」1105頁「事由別事務手続
早見表」及び各掲載頁を参考にしてください。
標準報酬にかかる主な報告書類は、次のとおりです。
・毎年７月に必ず報告（４・５・６月の報酬）

⇒「標準報酬基礎届書 DL」
・賞与等が支払われたとき� ⇒「賞与等支給報告書 DL」
・�身分変更や転居などで固定的給与が変わり、報酬が大
きく変わったとき（従前と比べ２等級以上の増減）

⇒「標準報酬月額改定届書 DL」
・�その他、要件に該当した場合には即時改定用や、産休・
育休終了時者用の標準報酬月額改定届書の提出が可能
です。
報告に基づく処理結果として、私学事業団受付日から
約２週間後に「学校法人等用」及び「加入者用」の「確
認通知書」を学校法人等宛てに送付します。加入者用の
「確認通知書」は必ず各加入者へ配付し、双方で報告内
容を確認してください。
　掛金等の請求時期は、学校法人等用の確認通知書に、
処理が反映される調定月の記載をしています。
　なお、２年以上遡及しての報告・訂正等は、処理する
ことができませんので、報告漏れのないよう十分留意し
てください。
※�令和元年の「標準報酬基礎届書 DL」の提出期限が過
ぎています。まだ、提出していない場合は、至急提出
してください。

【業務部　資格課】

特定健診結果と健康情報冊子「QUPiO 
Plus （クピオプラス）」を送付します

　学校法人等から提出された特定健診データに基づく健
診結果を掲載した健康情報冊子「QUPiO Plus」を順次
送付します。特定保健指導の対象者には特定保健指導利
用券とガイドブックを同封しますので、加入者への配付
をお願いします。
　なお、健康情報冊子「QUPiO Plus」に記載されてい
る認証コードで「QUPiO Plus」Web版にログインする
と健康情報を入手でき、ヘルスケアポイントが付与され
ます。ぜひ活用してください。

【福祉部　保健課】

２日（金） 貸付  送金
６日（火） 貸付  ７月分定期償還期限
９日（金） 貯金  払込期限（必着）
15日（木） 貸付  ９月２日送金申し込み・任意償還申出締め切り
20日（火） 貯金  送金
22日（木） 貸付  送金

23日（金） 貯金  払戻・解約請求締め切り
積立共済年金  脱退申出等締め切り

28日（水） 掛金等  ７月分掛金等口座振替（自振校のみ）
貸付  ８月分定期償還口座振替（自振校のみ）

30日（金） 貸付  ９月24日送金申し込み締め切り

２日（月） 掛金等  ７月分納期限
貸付  送金

６日（金） 貸付  ８月分定期償還期限
10日（火） 貯金  払込期限（必着）
13日（金） 貸付  10月２日送金申し込み・任意償還申出締め切り

の共済業務スケジュール8

の共済業務スケジュール9

14
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INFORMATION （「月報私学」はホームページにも掲載しています）

私学振興事業本部
〒102 - 8145　東京都千代田区富士見1-10-12
☎03（3230）1321（代表）

助成業務

助成業務の貸付金にかかる償還のご案内
� （令和元年９月分）

　助成業務の貸付金にかかる元金・利息の償還について
は、契約締結後に送付した「償還年次表」及び後日送付
する「貸付金返済期日のご案内（払込通知書）」を参照
のうえ、払込指定期日までに私学事業団指定口座にご入
金ください。
　払込指定期日を過ぎますと、その翌日から支払日（本
事業団の口座に入金された日）までの期間について、延
滞金が発生しますのでご注意ください。
　また、償還金の振り込みに当たっては、次の点に留意
してください。
①�　「貸付金返済期日のご案内（払込通知書）」の「振込
依頼書」を使用し、「電信扱い」にしてください。
②�　インターネットバンキング等を利用する場合は、「振
込依頼書」に記載の法人番号と法人名を通信欄に入力
して、お振り込みください。
③�　償還金は、設置学校ごとに分割して振り込まず、必
ず「学校法人単位」で一括してお振り込みください。

※�私学事業団ホームページ〔助成業務のご案内 ▼融資 ▼

貸付金に係るご返済について（令和元年９月分）〕も
併せてご覧ください。
� 【融資部　融資課】　 　　　　　　
� ☎03（3230）7871・7872　　
� Eメール　yushi@shigaku.go.jp

「私学情報資料室」のご案内

　私学事業団九段事務所１階の「私学情報資料室」では
大学・短期大学法人の規程集などを学校法人のご協力に
より収集し、経営相談業務に活用させていただいていま
す。
　また、各学校法人の相互利用の観点から、規程の改正
などの参考として学校法人の役職員を対象に閲覧に供し
ていますので、ご活用ください。
� 【私学経営情報センター　私学情報室】
	 ☎03（3230）7846～7848
	 Ｅメール　center@shigaku.go.jp

私立学校寄付金ポータルサイトのご案内

　私学事業団では、私立学校の寄付募集の取り組みを紹
介する情報サイトを提供しています（私学事業団ホーム
ページ〔私立学校寄付金ポータルサイト〕）。
●私立学校寄付金ポータルサイトの特長
①　すべての私立学校が対象となります。
②�　私立学校の特色等から寄付先の私立学校を選択でき
るよう、サイト内に記載されたさまざまなワードが検
索対象となる、フリーワードによる検索機能がありま
す。
③�　寄付金の使い道や所在地等、寄付者の視点で私立学
校を検索できます。
④　学校のホームページとリンクできます。
⑤�　掲載費用は無料です。また、インターネットに関す
る技術や知識も必要ありません。
●私立学校寄付金ポータルサイトへの掲載方法
　大学～小学校を設置する学校法人につきましては、本
事業団の電子窓口でファイル提出が可能です。電子窓口
の電子ファイル配付（寄付金課）をご確認ください。提

出後２、３日程度で掲載します
（平成29年１月10日付け私振寄
第88号参照）。
　幼稚園や専修学校のみを設置
する学校法人につきましては、
確実にファイルをやり取りする
ため、個別対応をいたします。
詳細は寄付金課までお問い合わ
せください。

� 【助成部　寄付金課】　  　　　　　
� ☎03（3230）7317・7318 　　
� Ｅメール　kifukin@shigaku.go.jp

会計処理等のご質問・ご相談を
承っています

　私学経営情報センターでは、会計処理をはじめ、私学
経営全般にわたる事項についてご質問、ご相談を承って
います。ぜひご利用ください。
� 【私学経営情報センター　私学情報室】
	 ☎03（3230）7846～7848
	 Ｅメール　center@shigaku.go.jp
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校舎や園舎、体育館など耐震化はお済みですか？
旧耐震基準で建設された校舎・園舎の建て替え事業（耐
震改築）や、防災（耐震）機能強化の補助金対象となっ
た改修事業（耐震改修）に、私学事業団の融資をご利用
いただくと、一定の要件を満たした場合、国の利子助成
が受けられます。
利子助成は二つのパターンがあります。

耐震化以外の校舎、園舎などの建築や土地の購入、機器
備品の購入なども融資の対象となります。施設設備の整
備計画の際にぜひ事業団資金の活用をご検討ください。

※�事業を行う学校の種類や事業内容により、利子助成の対象になるか、ま
たどちらのパターンになるかが決まります。

※�融資金利が0.5％以下の場合、パターン①の４年目以降、パターン②の
全借入期間の利子助成は行われません。

※�返済期間が20年を超える場合の利子助成率はイメージ図と異なります。
詳しくはお問い合わせください。

問い合わせ先（私学振興事業本部）

■主な事業と融資金利（令和元年７月現在）

主な事業内容
返済期間（据置年数含む）

30年以内 20年以内 10年以内 ６年以内

校（園）舎などの
建築・用地取得

年％ 年％ 年％ 年％

0.60 0.38 0.302 0.402
寄宿舎などの
建築・用地取得 0.70 0.48 0.402 ―

園バスや備品
などの購入 ― ― 0.302

（5.5年以内）

0.302
※�返済期間が30年以内（21年以上）の融資は、1貸付契約当たりの融資額が
10億円以上の場合にご利用いただけます。また、木造建築については、対
象となりません。
※�金利は毎月見直しています。なお、金利は融資契約時点の金利が適用され、
償還完了までの固定金利となります。

≪利子助成率≫
３年間：融資金利と同率
４年目以降：融資金利－0.5%

法人負担分

融資金利

期間
４年目 （最大20年間）

【利子助成】

金利

パターン①

≪利子助成率≫
1〜20年目

融資金利－0.5%金利

融資金利

期間
（最大20年間）

【利子助成】

法人負担分

パターン②

〔イメージ図：返済期間 年の場合〕

融資部融資課　☎03（3230）7862～7868
Ｅメール　yushi@shigaku.go.jp

融資事業のご案内

宿泊施設のご案内 私学共済ホームページから宿泊予約ができます。
https://www.shigakukyosai.jp/

詳細は私学事業団ホームページをご覧ください
https://www.shigaku.go.jp/s_yushi_menu.htm
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広島平和記念資料館が今年４月にリニューアルオープンし、原爆投下当
時の悲劇から復興までの道程を詳しく紹介しています。広島にお越しの
際は、ぜひお訪ねください。

和洋食ブッフェプラン
ツインルーム １泊朝食付（２名１室／１名様）7,772 円
取扱期間：通年
・広島の名産を取り入れた、和洋ブッフェの朝食が付いた宿泊プランです。

「杜の都」として豊かな自然と都市が調和する仙台市。市内の青葉山に
位置する仙台城址からは、その美しい市街を一望できます。仙台ガーデ
ンパレスを拠点に「杜の都」を散策してみませんか。

北海道産とろほっけとマグロ刺身付き
1泊2食付きプラン
ツインルーム １泊２食付（２名１室／１名様）9,800 円～
取扱期間：（年末年始・ホテル指定日を除きます）
・北海道産とろほっけにマグロの刺身とずんだ餅が付いたプランです。
・同じ料金で「国産牛ステーキ」、「きんき一夜干し」もご用意できます。
※両プランとも、令和元年 10月以降に料金を改定する予定です。

〒732-0052　広島市東区光町1-15-21　☎082（262）1122（代表）
JR「広島」駅、新幹線口から徒歩５分
https://www.hotelgp-hiroshima.com/

〒983-0852　仙台市宮城野区榴岡4-1-5　☎022（299）6211（代表）
JR「仙台」駅東口から徒歩３分。地下鉄東西線「宮城野通」駅北１出口から徒歩１分
https://www.hotelgp-sendai.com/

HOTEL, BANQUET& RESTAURANT
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（上）仙台城址から
眺める仙台市街

（左）北海道産
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